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全国から喜びの声が届いています。

愛をこめて…1日10円

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

目標5億円
JAIFAはお客様のために常に学び、奉仕を続けるプロ集団です。

累計総額　5億3,124万1,187円
令和元年度募金現在額は536 万9,851円です （令和元年 10月31日現在）

これからも愛を込めて
取り組んでまいります！

JAIFA 東京協会

林 隆 会長

これまでにない規模の支援で
地域の方に貢献できました

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

突破いたしました。

2019 年 5月 16 日に東京協会は、大樹生命
大手町野村ビル 17 階大ホールにて、愛の
ドリーム募金贈呈式を行いました。
2 年に 1 回行われている愛のドリーム募金の
贈呈ですが、今回は福祉巡回車「愛のドリーム
号」2 台をはじめ、電動アシスト自転車、パソ
コン、全自動洗濯機等、これまでにない規模
の贈呈となりました。ドリーム号は、障がいの
ある方が働かれている、社会福祉法人 まちだ
育成会、社会福祉法人 マインドはちおうじ
リサイクルわかくさに贈呈しました。栽培され
ている野菜の出荷販売や、市民から提供され
ている品を運営されているリサイクルショップ
へ回収する際に、ドリーム号が活躍してくれるとのことです。
今後も時代とニーズに対応した質の高い活動、心のこもった活動を全員で
目指し、皆さんと歩んでいきたいと思います。



生命保険営業に必要な情報を
学べるサイト「JAIFA学習帖」
に、ご登録いただきましたで
しょうか？ まだご登録いただい
ていない会員は、今すぐご登録
ください。〈2018 年 11 月ＯＰＥＮ〉

登録は簡単です！！

https://www.jaifa-learning.com/

JAIFA学習帖

QRコードアプリで今すぐログイン

「　　　　　　 」サイト
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● 映像で学ぶ“生命保険提案”
　（相続・法人・個人の生命保険の提案を学べるツールです）
 12月追加予定：【法人への提案】営業に役立つ、決算書のチェックポイント（大阪収録分）

● リーフレットで学ぶ“保険提案”（生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
 12月追加予定：法人 No.20 役員勇退退職金として受取るメリットはご存じですか？

●“映像ライブラリー”で調べよう
　（相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
 12月追加予定：【法人】労災保険

新
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▼学習帖登録、ご希望の方は下記ご記入のうえ FAX送信してください。▼
送信先 　本部事務局 FAX：03-3241-0314

JAIFA 学習帖登録申込書
まだ学習帖登録をされていない会員で新規登録を希望の方は、下記ご記入のうえ切り取らずに FAX送信してください。
※�ご記入いただきましたメールアドレスに「@jaifa-learning.com」よりパスワードが届きますので、� �
ログイン画面に登録アドレスとパスワードを入力してログインしてください。

所属協会

会社名� ��生命　　　　　　　　　　　�支社　　��　　　　　　　　　　　�支部　・　営業所

氏名（フリガナ）

メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　���＠

携帯番号

※�携帯電話のメールアドレスを指定される場合は、「@jaifa-learning.com」からのメールを受け取れるように設定をお願いします。� �
設定してもメールが届かない場合、迷惑メールフォルダをご確認ください。

※登録確認のため、携帯電話に連絡させていただくことがあります。



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

運勢階段の最上階で過ごす今月は、これ
以上を臨んではなりません。セオリー通り
の過ごし方がふさわしいのです。自分
の足下を固めて次への供えをしましょう。
ビジネス運は幸いに取り巻く周囲の環境
が良いので、新しい動きが出ます。金銭
運は良くないですから、無駄遣いは控え
ましょう。社交運は新しい出会いあり。

開運★西吉方位～年末年始のお参りはここで。
（前進力が備わり、営業利益に結ぶ）

今年度最後の総仕上げは動いて、動いて
成果を上げることが望まれます。勢いも
ついてきて力強いです。ビジネス運は周り
の意見に左右されないように、自分の力
を信じ、単独行動で頑張りましょう。考え
や行動が的確ですから、良い情報が誰より
も先に入るでしょう。金銭運は現状維持
です。社交運は再会や復活などがあるで
しょう。
開運★東大吉方位～遠方へ祐気旅行を是非。
（来年度の発展の兆しに縁がつく、前進してゆく）

今月のあなたは的確な判断ができます。
他に気を移さないで本気で本業に取り組
み、最後の仕上げをして、お仕事モード
を維持できるように努力をしましょう。ビジ
ネス運は思ったよりも成果が上がるとき。
たまには粘り込んでみてね。金銭運は周り
が当てにできないので出銭が多くなりそう
ですから注意。社交運は良くないです。
開運★東南吉方位～年末年始のお参りはここ。
（願いが叶う、千客万来の情報が早く届く、紹介
話が来る）

年内最後の月は変化厳禁を守り、現状
維持に務めることがテーマです。今月は
自分の考えも行動もピンボケで、取り巻く
周囲の状況も的外れです。ビジネス運
は顧客への挨拶回りや書類の整理などを
し、次への備えをすることを重点にして
過ごしましょう。金銭運は良くないです。
社交運も現状維持を守りましょう。
開運★西大吉方位～年末年始はここの神様に
お参りを。（幸先の良い状況が手に入る、営業
利益が上がる）

離合集散の 1ヵ月。良い事も悪い事も
すべて明るみに出るとき。全てに気持ち
を引き締めて過ごしましょう。ビジネス
運は契約やその他のことがキャンセルや
見直しになりそうです。注意して。金銭
運は持ち込まれる話の70％は信用して
良いでしょう。社交運はお誘いが多い方
です。どんなときでも言葉遣いや振る舞い
には気をつけましょう。
開運★西北大吉方位＆東大吉方位～遠方へ祐気旅
行を。（ビッグチャンスが訪れる。金銭的にツキがある）

今年度最後の今月は、自分の気は沈み
低迷していますが、取り巻く周囲の状況
は最高に良い気に包まれています。全て
の出来事を他力本願に切り替えて過ごし
てね。ビジネス運は机上作戦で来年度
の計画を練り込み表にしておきましょう。
金銭運は他力が運んでくれます。社交運は
良くありません。家族孝行をしましょう。
開運★西北吉方位～年末年始はここでお参りを。
（ビッグな話、家族から朗報あり。金銭的に
恵まれる）

盛運の始まりです。今月から来年の 4月
までは盛運の中で過ごせます。運気はまだ
まだひ弱ですから、一気に走らないで慎重
に進みましょう。ビジネス運は奉仕につき
るとき。できるだけ周囲の方々へお手伝い
をしましょう。奉仕をすることこそ次への
開運のステップです。金銭運は残念ながら
良くないので注意。社交運も現状維持
です。
開運★東大吉方位～年末年始は遠方への旅を
是非。（発展の機運に乗れる、前進力が高まる）

今月のあなたは、運気の良い流れの中で
力強く過ごせます。自分の行動も感覚も
さえています。ただ、取り巻く周囲は当て
になりませんしピンボケですから、単独
行動でいることが一番の良い相性。ビジ
ネス運は勇み足にならないように気をつ
けて。金銭運は最高です。思い通りの
展開ができます。社交運は良くないので
現状維持で過ごすこと。
開運★西北吉方位～年末年始はここでお参りを。
（家族の絆が強くなる、金銭的に恵まれる）

願いが叶う月。今月は今までの懸案事項が
整理できて喜びの多い時を迎えて充実し
ますが、反面自分の考えや行動は気持ち
がギクシャクしているので的外れです。
慎重に進んでね。ビジネス運は思いきり
遠方開拓や紹介話を仕掛けてみましょう。
金銭運は営業利益が最高。社交運は再婚
や再会でモテモテです。

開運★西北吉方位～年末年始はここでお参りを。
（2月の準備吉方位が2月に役に立つ、金運アップ）

2019 年 12月節

12.7▶1.5



CON T EN T S

「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2019 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

	 マダム晶子の九性気学で	今日から開運

02	  特集　第 4回　水の国シリーズ
 “温泉”を知って、もっと楽しもう！

06	 生活習慣病の危険因子を探る
 恐い危険因子　第 2 回　高血圧

08	 第 56 回　ゼロから学ぶ税金講座
  「人的控除」も年末調整の対象

10	 第 204 回　ありがとう生命保険	 	 	
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「未来をつないでくれたもの」
	 群馬県	伊勢崎市立宮郷中学校　1学年　岩崎	莉音

12	 第 33 回　社会保険Q&A
 障害年金の受給額は？

13	 第 93 回　桐生純子の愛され力	 	 	
コミュニケーション術

  【コミュニケーション達人技】 
～謝罪の「思いと行動」を一致させるコツ③～

14	 お客様のためにあるべき姿を追求して
	 米国生命保険制度研修に参加して	

	―この経験をお客様のために活かす

18	 第 105 回　思わず伝えたくなる！	 	 	
お金にまつわるエトセトラ

 国からもらえる「マイナポイント」とは？

19	 第 27回　想いをつなぐ	 	
～	ブロック・地方協会からの	 	
ボランティア・公益事業活動レポート～

 海岸清掃活動とリレー・フォー・ライフの 
活動を通じ地域に貢献！

20	 第 25 回　JAIFA	VOICE	 	 	 	
～JAIFA 地方協会活動レポート～

 十勝を元気にしたい！  
その想いを私達の活動につなげます

	 JAIFA 社会貢献活動報告

01 2019  |  December



5・8・10月号に続いて、「水の国シリーズ」をお届けします。
日本人なら誰もがおなじみの温泉。日本中で楽しむことができます。
そこで、より深く温泉を楽しむために、
知っているようで知らない温泉のアレコレをご紹介します。

そ
も
そ
も
温
泉
と
は

そ
も
そ
も
温
泉
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
を
指
す

の
で
し
ょ
う
。
日
本
に
は
１
９
４
８
年
に
で
き
た

「
温
泉
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
、
温
泉
の
定
義

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
地

中
か
ら
湧
出
す
る
温
水
、
鉱
水
及
び
水
蒸
気
そ
の

他
の
ガ
ス
（
炭
化
水
素
を
主
成
分
と
す
る
天
然
ガ

ス
を
除
く
）
で
、
図
表
1
に
掲
げ
る
温
度
ま
た
は

物
質
を
有
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
中
か
ら
採
取
し
た
と
き
に
25
℃
以

上
あ
れ
ば
、「
温
泉
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
25
℃
以
下
で
も
、
表
に
掲
げ
た
よ
う
な
物

質
が
含
ま

れ
て
い
れ

ば
温
泉
と

呼
べ
る

の
で
す
。

ち
ょ
っ
と

意
外
な
感

じ
も
し
ま

す
が
、
法

律
上
は
、

こ
れ
ら
を

満
た
せ
ば
温
泉
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
温
泉
法
が
定
め
ら
れ
た
目
的
は

「
温
泉
を
保
護
し
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い
発
生

す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
、

及
び
温
泉
の
利
用
の
適
正
を
図
り
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
歴
史
は
？

日
本
で
の
温
泉
利
用
の
は
じ
ま
り
に
は
諸
説
あ

り
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、「
日
本
書
紀
」
な
ど
の
歴
史
的
な
文

献
に
基
づ
く
と
、
愛
媛
県
の
道
後
温
泉
、
兵
庫
県

の
有
馬
温
泉
、
和
歌
山
県
の
白
浜
温
泉
が
「
日
本

三
古
湯
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
出
雲
国
風
土
記
」
の
温
泉
記
述
か
ら
、
島

根
県
の
玉
造
温
泉
も
歴
史
あ
る
温
泉
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
し
、「
万
葉
集
」
に
は
長
野
県
の
上
山
田

温
泉
な
ど
、東
国
の
温
泉
地
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

昔
は
火
で
湯
を
沸
か
す
こ
と
は
大
変
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
自
然
に
お
湯
の
湧
き
出
る
温
泉
は
と

て
も
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
温
泉
に
含
ま

れ
る
成
分
か
ら
入
浴
で
病
が
治
る
な
ど
、
温
泉
は

特集

 “温泉”を知って、
もっと楽しもう！
 “温泉”を知って、
もっと楽しもう！

第 4 回

物質名 含有量（1㎏中）

リチウムイオン（Li+） 1mg 以上
ストロンチウムイオン（Sr2+） 10mg 以上
バリウムイオン（Ba2+） 5mg 以上
第一マンガンイオン（Mn2+） 10mg 以上
水素イオン（H+） 1mg 以上

図表 1 ■温泉の定義
＊ 温度：（温泉源から採取されたときの温度）が

摂氏 25℃以上 
＊ 物質（主なもの）
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神
聖
な
も
の
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
側
面
が
あ

る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
武
将
も
愛
し
た
温
泉

そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
な
る
と
、
温
泉
は

武
士
や
高
僧
に
よ
る
湯
治
場
と
し
て
の
性
格
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
群
馬
県
の
草
津
温
泉
で

は
、
源
頼
朝
が
鷹
狩
の
と
き
に
湯
に
入
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
も
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
は
、
傷
つ
い
た
兵
士
が
温
泉
で
治

療
し
た
と
い
う
記
録
も
。
中
で
も
甲
信
越
地
方
で

は
、
武
田
信
玄
や
真
田
幸
村
な
ど
の
武
将
の
「
隠

し
湯
」
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
有
馬
温
泉

は
、
豊
臣
秀
吉
が
愛
し
た
温
泉
と
し
て
も
有
名
で

す
。
１
５
９
６
年
に
起
き
た
慶
長
伏
見
大
地
震
で

温
泉
が
熱
湯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
は
、
秀
吉

の
指
示
で
温
泉
の
大
改
修
が
行
わ
れ
た
と
い
い
ま

す
。江

戸
時
代
に
な
る
と
、
全
国
の
大
名
が
湯
治
と

し
て
温
泉
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。「
御お

汲く
み

湯ゆ

」

と
呼
ば
れ
、草
津
や
熱
海
の
温
泉
を
江
戸
に
運
び
、

そ
の
温
泉
を
沸
か
し
て
将
軍
が
入
浴
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
頃
に
は
一
般

庶
民
の
間
で
も
「
湯
治

願
」
を
出
し
て
許
可
を

受
け
、
温
泉
地
で
湯
治

す
る
文
化
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
明
治
時
代
以

降
は
、
温
泉
は
湯
治
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
保

養
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、

全
国
各
地
で
多
様
な
楽

し
み
方
が
生
ま
れ
て
き

て
い
ま
す
。

温
泉
の
種
類
や�

�

効
果
は
？

温
泉
は
泉
質
に
よ
っ

て
10
種
類
に
分
類
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ

る
成
分
、
温
度
、
色
、

匂
い
、
肌
触
り
な
ど
に

図表 2 ■温泉の種類や効果

泉質 特徴 主な効能 主な温泉地

単純温泉 刺激が少ない
肌触りが柔らかい

自律神経不安定症、不眠症、軽
度高血圧など

岐阜県・下呂温泉、長野県・鹿教
湯温泉など

塩化物泉 塩分が主成分
保温効果で湯冷めしにくい

切り傷、末梢循環障害、冷え性、
うつ状態など

静岡県・熱海温泉、石川県・片山
津温泉など

炭酸水素塩泉 角質や毛穴の汚れを洗い流す
肌がなめらかになる

切り傷、末梢循環障害、冷え性、
皮膚乾燥症など

和歌山県・川湯温泉、長野県・小
谷温泉など

硫酸塩泉 傷の早期回復
保温・保湿効果

切り傷、冷え症、末梢循環障害、
うつ状態、皮膚乾燥症など

群馬県・法師温泉、静岡県・天城
湯ケ島温泉など

二酸化炭素泉 皮膚から炭酸ガスを吸収し血液循環効果
低温だが保温効果も

末梢循環障害、冷え性、自律神
経不安定症など

大分県・長湯温泉、山形県・肘折
温泉郷の黄金 (こがね ) 温泉

含鉄泉 空気に触れて茶褐色に変化する
鉄を含むので刺激の強い泉質

疲労回復、鉄欠乏性貧血症（飲
用による） 兵庫県・有馬温泉など

酸性泉 肌にしみる強い刺激
殺菌作用で皮膚病に効果がある

アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、
糖尿病、表皮化膿症など

青森県・酸ヶ湯温泉、秋田県・玉
川温泉など

含よう素泉 よう素を含み、時間とともに黄色に変化
飲むとコレステロールを下げる効果

疲労回復、高コレステロール血
症など

千葉県・青堀温泉、東京都・前野
原温泉など

硫黄泉 刺激が強く、硫化水素ガス特有の匂い
血管拡張作用や殺菌作用がある

アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、
慢性湿疹など

栃木県・日光湯元温泉、神奈川県・
箱根温泉郷の小涌谷温泉など

放射能泉 微量な放射線で免疫力を高める効果
入浴後はすぐに排出される

痛風、関節リウマチ、強直性脊
椎炎など

鳥取県・三朝温泉、山梨県・増富
温泉など
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よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
は
歴
史
的
に
も
湯
治
な
ど
療
養
に

利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
健
康
面
で
の
期
待
も

あ
り
ま
す
が
、
主
に
二
つ
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
体
を
温
め
る
こ
と
に

よ
る
温
熱
効
果
や
清
浄
効
果
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

温
泉
に
含
ま
れ
る
成
分
が
皮
膚
か
ら
体
内
に
吸
収

さ
れ
て
、
体
の
機
能
が
正
常
に
働
く
よ
う
に
す
る

効
果
で
す
。

効
果
的
な
温
泉
の
入
浴
法
は
？

温
泉
で
健
康
に
な
る
の
な
ら
、
入
り
方
も
押
さ

え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
。
上
手
な
入
浴
法
を
知
っ

て
、
温
泉
効
果
を
最
大
限
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。最

初
は
「
か
け
湯
」
か
ら

入
浴
直
後
の
血
圧
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、

胸
か
ら
遠
い
方
か
ら
順
に
、
か
け
湯
を
し
ま

す
。
足
首
・
膝
・
腰
、
手
首
・
腕
・
肩
の
順

に
湯
を
か
け
、
湯
の
温
度
に
体
を
慣
ら
し
ま

1

す
。
マ
ナ
ー
と
し
て
、
体
の
汚
れ
を
落
と
す

こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

い
き
な
り
全
身
浴
を
し
な
い

温
泉
の
水
圧
や
温
度
に
よ
る
急
激
な
体
へ

の
負
担
を
避
け
る
た
め
、
足
浴
・
半
身
浴
・

全
身
浴
の
順
に
入
り
体
を
慣
ら
し
て
い
き
ま

す
。
入
浴
時
間
は
、
額
が
汗
ば
む
程
度
が
適

当
で
す
。
汗
が
流
れ
出
て
、
動
悸
を
感
じ
る

ほ
ど
の
長
湯
は
、
湯
冷
め
の
原
因
に
な
り
ま

す
か
ら
避
け
ま
し
ょ
う
。

2
体
を
洗
う
の
は�

�
湯
船
で
温
ま
っ
て
か
ら

マ
ナ
ー
と
し
て
湯
船
に
入
る
前
の
汚
れ
落

と
し
は
常
識
で
す
が
、
体
を
洗
う
の
は
湯
船

で
温
ま
っ
て
か
ら
が
効
果
的
。
古
い
角
質
が

柔
ら
か
く
な
り
、
毛
穴
も
開
い
て
汚
れ
が
浮

き
出
る
の
で
、
洗
い
流
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

3
上
が
り
湯
は
し
な
い

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
上
が
り
湯
を
す
る
と
、

4

せ
っ
か
く
の
温
泉
成
分
も
流
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
体
を
ふ
く
際
に
も
水
滴
を
拭
う

程
度
に
と
ど
め
ま
す
。
た
だ
し
、
肌
が
弱

い
人
や
酸
性
泉
な
ど
刺
激
の
強
い
温
泉
で

は
、
シ
ャ
ワ
ー
で
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
補
給
と
休
憩
も
忘
れ
ず
に

入
浴
で
発
汗
す
る
と
水
分
が
失
わ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
消
費
さ
れ
ま
す
。
水
分
補
給
と

体
調
を
整
え
る
た
め
に
も
、
入
浴
後
は
ぬ
る

ま
湯
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
、
30
分

程
度
は
ゆ
っ
く
り
と
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

5動
物
が
見
つ
け
た
温
泉
と
は
？

温
泉
地
へ
行
く
と
、
そ
の
温
泉
の
由
来
な
ど
が

案
内
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
開
湯
伝
説

と
し
て
動
物
が
見
つ
け
た
温
泉
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

た
と
え
ば
、長
野
県
の
野
沢
温
泉
は
、傷
を
負
っ

た
熊
を
追
い
か
け
て
い
た
猟
師
が
、
熊
が
温
泉
で

傷
を
癒
や
し
て
い
る
の
を
見
て
発
見
し
た
と
い
う
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説
。
今
で
も
野
沢
温
泉
に
は
、
共
同
浴
場
「
熊
の

手
洗
い
場
」
が
、
温
泉
発
祥
の
湯
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
三
古
湯
の
ひ
と
つ
道
後
温
泉
に

は「
白
鷺
伝
説
」が
あ
り
ま
す
。
す
ね
に
傷
を
負
っ

て
苦
し
ん
で
い
た
白
鷺
が
、
岩
間
か
ら
出
る
温
泉

を
見
つ
け
、
足
を
浸
し
た
と
こ
ろ
傷
が
完
全
に
治

り
、
元
気
に
飛
び
去
っ
た
と
い
う
も
の
。
こ
れ
を

見
た
人
た
ち
が
試
し
に
入
浴
す
る
と
、
疲
労
回
復

や
傷
病
の
治
療
効
果
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
白
鷺

は
、道
後
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
療
養
効
果
は
、
動
物
の
方
が
先
に
本
能

的
に
感
じ
取
り
、
利
用
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

温
泉
マ
ー
ク
は
誰
が
作
っ
た
？

風
呂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
楕
円
状
の
も
の
か
ら
、

３
本
の
湯
気
が
立
ち
上
る
温
泉
マ
ー
ク
。
誰
も
が

知
っ
て
い
る
記
号
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
温
泉
マ
ー
ク
の
発
祥
地
は
、
群
馬
県
安

中
市
に
あ
る
磯
部
温
泉
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
６
６
１
年
、
江
戸
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
、
農
民

の
土
地
争
い
を
決
着
さ
せ
る
た
め
の
評
決
文
に
添

え
ら
れ
た
図
に
、
磯
部
温
泉
を
あ
ら
わ
す
温
泉
記

号
が
あ
り
、
調
査
し
た
結
果
、
日
本
で
最
古
の
も

の
と
判
明
し
ま
し
た
。
磯
部
温
泉
に
は
、
発
祥
地

を
示
す
石
碑
も
立
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
温
泉
マ
ー
ク
を

変
更
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
マ
ー
ク
は
、
海
外
の
人
に
は
温

か
い
料
理
を
表
す
も
の
に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う

の
が
理
由
で
す
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
規
格
）
で
あ
る
、
人

間
が
湯
に
入
る
シ
ル
エ
ッ
ト
を
追
加
し
た
マ
ー
ク

に
変
更
す
る
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
国
の
温
泉
関
係
者
か
ら
現
行
の
記
号
も
残
す
べ

き
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
は
、
両
方

の
マ
ー
ク
を
併
用
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
よ
う

で
す
。

温
泉
饅
頭
発
祥
の
地
は
？

温
泉
旅
館
で
は
客
室
に
お
茶
受
け
と
し
て
、
饅

頭
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
土

産
と
し
て
も
定
番
で
す
。
な
ぜ
、
温
泉
地
に
饅
頭

な
の
で
し
ょ
う
？

温
泉
饅
頭
の
発
祥
地
は
、
群
馬
県
の
伊
香
保
温

泉
に
あ
る
「
勝
月
堂
」
で
す
。
東
京
の
風
月
堂
で

修
行
し
た
創
業
者
が
、
１
９
１
０
年
に
売
り
出
し

ま
し
た
。
地
元
の
古
老
に
「
こ
れ
と
い
っ
た
名
物

が
な
い
伊
香
保
に
新
し
い
土
産
物
が
ほ
し
い
」
と

依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
か
。
こ
う

し
て
、『
湯
乃
花
ま
ん
じ
ゅ
う
』
を
考
案
し
、
茶

色
の
温
泉
の
湯
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
茶
色
い
饅
頭

が
誕
生
し
ま
し
た
。

温
泉
饅
頭
が
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
の
は

１
９
３
４
年
の
こ
と
。
陸
軍
特
別
大
演
習
で
群
馬

県
を
訪
れ
て
い
た
昭
和
天
皇
が
、『
湯
乃
花
ま
ん

じ
ゅ
う
』
を
２
円
分
購
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
全
国
の
温
泉
で
茶
色
い

温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

● 次回「水の国シリーズ」は、3 月号（最終回）掲載予定です。

出典：経済産業省ウェブサイト
https://www.meti.go.jp/press/2016/ 
03/20170322002/20170322002.html

図表3■温泉マーク（選択制）

現行 JIS

ISO
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生活習慣病の

を探る危険因子

血
圧
の
し
く
み
は
、 
 

電
圧
や
水
圧
の
原
理
と
同
じ

血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
た
と
え
る
と
電
気

の
電
圧
に
相
当
し
ま
す
。電
圧
が
高
い
場
合
は
、

電
流
が
た
く
さ
ん
流
れ
る
か
、
電
気
抵
抗
が
大

き
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。《
電
圧
＝
電
流
×

電
気
抵
抗
》
と
な
り
ま
す
が
、
血
圧
の
し
く
み

も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

血
圧
を
決
め
る
の
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ

れ
る
血
液
の
量
で
あ
る
「
心
拍
出
量
」
と
、
血

液
に
対
し
て
血
管
の
通
り
に
く
さ
を
表
す
「
血

管
抵
抗
」
を
か
け
た
も
の
で
す
。《
血
圧
＝
心

拍
出
量
×
血
管
抵
抗
》
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
心
拍
出
量
が
多
す
ぎ
て
も
、
あ
る
い
は

血
管
が
収
縮
す
る
こ
と
で
も
血
圧
は
上
が
り
ま

す
。高

血
圧
症
の
恐
い
と
こ
ろ
は
、
ふ
だ
ん
は
自

覚
症
状
が
な
い
の
で
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
う

ち
に
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
自
覚
症
状

が
あ
っ
た
と
し
て
も
頭
痛
、
肩
こ
り
、
体
の
ほ

て
り
、
冷
え
症
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が

一
つ
や
二
つ
あ
っ
て
も
、
高
血
圧
だ
と
気
づ
か

ず
に
見
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
高
血
圧
は
あ

る
日
突
然
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
篤

な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
に
、
は
じ
め

て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
死
を
招
く
こ

と
も
あ
る
の
で
、
合
併
症
が
起
き
て
か
ら
で
は

遅
す
ぎ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
の
こ

と
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー（
静
か
な
る
殺
し
屋
）

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
早
期
発
見

し
、
で
き
る
だ
け
軽
症
の
う
ち
に
対
処
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
定
期
的
に
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
定
義
と
分
類

血
圧
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
て
、
心
臓
が
収

縮
し
て
血
液
を
送
り
出
す
と
き
に
最
も
高
い
の

で
、
最
高
血
圧
あ
る
い
は
収
縮
期
血
圧
と
呼
び

ま
す
。
ま
た
、
心
臓
が
血
液
を
た
め
る
た
め
に

拡
張
し
て
い
る
時
に
血
圧
は
最
も
低
く
な
り
ま

す
の
で
、
最
低
血
圧
あ
る
い
は
拡
張
期
血
圧
と

呼
び
ま
す
。
一
般
的
に
い
う
上
の
血
圧
と
下
の

血
圧
に
相
当
し
、
１
４
０
／
90m

m
H
g

以
上

を
高
血
圧
と
定
義
し
ま
す
。
一
方
、
１
４
０
／

高血圧

4 月号では、生活習慣病の危険因子のひとつである
「脂質異常」を取り上げましたが、今回は、「高血圧」をクローズアップします。
脳や心臓、腎臓などに危険な合併症を引き起こす高血圧は、
日本人の 3 人に 1 人の割合でかかっているともいわれています。
高血圧症を招かないための予防と対策を解説します。

監修　東京逓信病院名誉病院長　平田 恭信 先生

気づかないうちに心不全、狭心症、心筋梗塞など、重大な病気を招く高血圧。
血圧値は生活習慣病の判断基準にもなっています。

恐い危険因子 第 2回
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生活習慣病の

を探る危険因子
90m

m
H
g

未
満
は
正
常
範
囲
で
す
が
、
望
ま

し
い
血
圧
と
い
う
意
味
の
正
常
血
圧
は
１
２
０

／
80m

m
H
g

以
下
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

血
圧
を
下
げ
る
た
め
の 

 

五
つ
の
非
薬
物
療
法

高
血
圧
症
の
治
療
は
食
事
療
法
と
運
動
療

法
、生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
の
「
非
薬
物
治
療
」

が
主
体
に
な
り
ま
す
。
次
の
五
つ
の
非
薬
物
療

法
は
、
科
学
的
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
め
は
、「
減
量
」
で
す
。
体
重
を
落
と

す
こ
と
が
、
血
圧
を
下
げ
る
一
番
確
実
な
方
法

と
い
え
ま
す
。
太
っ
た
方
の
体
重
を
10‌

㎏
落
と

す
と
、
最
高
血
圧
が
約
20m

m
H
g

、
最
低
血

圧
が
約
10m

m
H
g

下
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
肥
満
の
解
消
に
は
、
食
事
制
限
と
運

動
に
よ
る
減
量
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

10‌

㎏
や
せ
る
の
は
至
難
の
業
。
減
量
の
目
安
と

し
て
は
１
ヵ
月
に
１
～
２
㎏
、
無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
つ
め
は
、「
減
塩
」
で
す
。
日
本
人
は
塩

分
を
多
く
摂
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は

減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
平
均
す
る
と

１
日
に
11‌

ｇ
く
ら
い
は
摂
っ
て
い
ま
す
。
一
般

に
塩
分
の
摂
取
量
と
血
圧
は
正
比
例
し
、
塩
分

を
控
え
る
と
血
圧
は
下
が
り
ま
す
。
日
本
高
血

圧
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
９
年
改
訂

版
）
で
は
、
１
日
の
塩
分
摂
取
量
が
《
６
ｇ
未

満
》と
世
界
標
準
並
み
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
６
ｇ
に
減
ら
す
と
最

高
血
圧
は
約
５m

m
H
g

下
が
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

三
つ
め
は
、「
運
動
」。
適
度
な
運
動
は
、
血

圧
を
下
げ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
早
足

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の

有
酸
素
運
動
が
お
す
す
め
で
す
。
た
と
え
ば
、

早
足
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ら
脈
拍
が
１
１
０
拍
／

分
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
が
適
し
て
い
ま
す
。
有
酸

素
運
動
は
交
感
神
経
の
緊
張
を
ゆ
る
め
る
た

め
、
１
日
30
分
以
上
継
続
す
る
と
血
圧
が
下
が

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

毎
日
行
う
の
が
理
想
的
で
す
。

四
つ
め
は
、「
ス
ト
レ
ス
」
が
関
係
し
ま
す
。

腹
を
立
て
る
と
血
圧
が
急
に
上
が
り
、
怒
り
が

お
さ
ま
る
と
血
圧
も
下
が
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
込
ま
な
い
工
夫
を
す
る
と
か
、
あ
る
い

は
ち
ょ
っ
と
時
間
が
空
い
た
と
き
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
を
考
え
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

五
つ
め
は
、「
ア
ル
コ
ー
ル
」。
お
酒
の
飲
み

過
ぎ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん
で
胸
が

ド
キ
ド
キ
す
る
の
は
、
血
管
が
広
が
っ
て
血
圧

が
下
が
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
心
臓

が
血
液
を
た
く
さ
ん
送
り
出
し
て
、
血
圧
を
上

げ
よ
う
と
す
る
の
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。
お

酒
が
切
れ
た
あ
と
で
は
反
動
で
元
よ
り
血
圧
が

高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
つ
い
塩
分
や
脂
肪

を
含
む
お
つ
ま
み
を
摂
り
、
結
果
的
に
飲
酒
の

習
慣
に
よ
っ
て
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
日
本

酒
に
換
算
す
る
と
、
毎
日
３
合
以
上
飲
ん
で
い

る
人
に
心
血
管
合
併
症
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

高
血
圧
症
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
で
き

る
こ
と
か
ら
変
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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第 56 回

「人的控除」も
年末調整の対象

　
前
回
に
続
い
て
年
末
調
整
に
つ
い
て
説

明
し
よ
う
。
年
末
調
整
で
は
、
前
回
と
り
あ

げ
た
保
険
料
に
つ
い
て
の
所
得
控
除
の
ほ
か

に
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
を
適
用
し
て

税
金
が
計
算
さ
れ
る
。

　

扶
養
家
族
が
い
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る

AB

控
除
で
す
ね
…
…
。

　
そ
う
、
配
偶
者
控
除
は
配
偶
者
が
い
る

場
合
、
扶
養
控
除
は
配
偶
者
以
外
の
家
族
が

い
る
場
合
に
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ

も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
と
い
う
前

提
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
ら
の
所
得
控
除
は
ま
と

め
て
人
的
控
除
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
生
命
保

険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
と
は
異
な
り

「
物
」
で
は
な
く
「
人
」
に
つ
い
て
く
る
控

除
と
い
う
意
味
だ
よ
。

　

人
的
控
除
は
、
配
偶
者
控
除
と
扶
養
控

除
の
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
か
？

　
い
く
つ
か
あ
る
け
れ
ど
、
お
も
な
も
の

と
し
て
は
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
の
４
つ
だ
。

　

基
礎
控
除
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
き
ま

せ
ん
が
…
…
。

　
基
礎
控
除
は
家
族
で
は
な
く
、
本
人
の

分
の
控
除
だ
よ
。
38
万
円
の
所
得
控
除
が
だ

れ
で
も
無
条
件
に
受
け
ら
れ
る
。も
ち
ろ
ん
、

会
社
員
の
場
合
は
年
末
調
整
で
の
税
額
計
算

ABABA

に
反
映
さ
れ
る
。

パ
ー
ト
収
入

１
５
０
万
円
以
下
で
最
大

　

配
偶
者
控
除
の
ほ
か
に
配
偶
者
特
別
控

除
と
い
う
の
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
２
つ
は
ど

う
違
う
の
で
す
か
？

　
い
ず
れ
も
、
配
偶
者
に
つ
い
て
の
控
除

で
あ
る
点
は
同
じ
だ
よ
。
違
う
の
は
、
対
象

と
な
る
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら

か
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
配
偶

者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
税
制
改
正
で

２
０
１
８
年
分
の
所
得
税
か
ら
か
な
り
複
雑

に
な
っ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
は
両
者
一
体

に
と
ら
え
て
理
解
し
て
お
け
ば
い
い
よ
。

　

そ
ん
な
に
複
雑
で
す
か
…
…
。

　
ポ
イ
ン
ト
だ
け
説
明
し
よ
う
。便
宜
上
、

夫
が
会
社
員
で
妻
を
扶
養
し
て
い
る
と
い
う

前
提
で
話
す
よ
。「
扶
養
し
て
い
る
」と
い
っ

て
も
妻
は
必
ず
し
も
専
業
主
婦
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
パ
ー
ト
収
入
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が

BABA
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に
は
制
限
が
あ
っ
て
、
所
得
が
38
万
円
を
超

え
る
場
合
は
対
象
に
な
ら
な
い
。
所
得
38
万

円
と
い
う
の
は
給
与
収
入
１
０
３
万
円
に
該

当
す
る
。

　

学
生
の
子
ど
も
が
い
て
も
ア
ル
バ
イ
ト

で
た
く
さ
ん
稼
い
で
い
る
と
対
象
に
な
ら
な

い
わ
け
で
す
ね
。控
除
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

　
控
除
額
は
対
象
と
な
る
扶
養
家
族
の
年

齢
な
ど
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。
①
16
歳
以

上
19
歳
未
満
お
よ
び
23
歳
以
上
70
歳
未
満
は

38
万
円
、②
19
歳
以
上
23
歳
未
満
は
63
万
円
、

②
70
歳
以
上
の
同
居
の
親
は
58
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

19
歳
以
上
23
歳
未
満
は
優
遇
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

　
そ
う
、
扶
養
家
族
が
お
お
む
ね
大
学
生

の
年
齢
に
該
当
す
る
場
合
は
、
お
金
も
か
か

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
控
除
額
が
多
く

な
っ
て
い
る
ん
だ
。
な
お
、
こ
の
年
齢
は
そ

の
年
の
年
末
時
点
の
年
齢
で
判
断
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
よ
。

BABA

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
夫
の
税
金
の
計
算

上
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除

の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
。

　

年
末
調
整
の
と
き
に
配
偶
者
の
所
得
を

書
い
た
書
類
を
出
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
適
用

が
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
控
除
額
は
夫
の
所

得
と
妻
の
所
得
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
異
な

る
。
こ
こ
は
か
な
り
複
雑
な
の
で
、
２
つ
の

控
除
を
ま
と
め
て
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
数
字

だ
け
あ
げ
て
お
く
よ
。
ま
ず
、
①
夫
の
所
得

が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
は
配

偶
者
控
除
も
配
偶
者
特
別
控
除
も
適
用
さ
れ

な
い
。
②
夫
の
所
得
が
９
０
０
万
円
以
下
の

場
合
、
妻
の
所
得
が
85
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
控
除
額
は
38
万
円
だ
。
こ
れ
が
控
除
額

の
マ
ッ
ク
ス
で
、
妻
の
所
得
が
85
万
円
よ
り

多
け
れ
ば
控
除
額
は
妻
の
所
得
に
応
じ
て
少

な
く
な
る
。
③
妻
の
所
得
が
１
２
３
万
円
を

超
え
る
場
合
、
控
除
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　

な
る
ほ
ど
複
雑
で
す
ね
。
夫
の
所
得
は

９
０
０
万
円
、
１
０
０
０
万
円
、
妻
の
所
得

BAB

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

は
85
万
円
、
１
２
３
万
円
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
そ
う
だ
ね
。
た
だ
、
９
０
０
万
円
と
か

85
万
円
の
数
字
は
「
所
得
」
の
金
額
で
あ
る

点
に
注
意
が
必
要
だ
。
妻
が
パ
ー
ト
で
給
与

を
得
て
い
る
場
合
、
給
与
の
額
は
税
金
の
計

算
上
は
「
収
入
」
で
あ
っ
て
、
所
得
と
は
異

な
る
。
所
得
は
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
と

い
う
も
の
を
差
し
引
い
た
も
の
に
な
る
。
結

論
だ
け
い
う
と
、
85
万
円
の
給
与
所
得

4

4

は

１
５
０
万
円
の
給
与
収
入

4

4

に
該
当
す
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が

１
５
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
夫
の
所
得
か

ら
最
大
の
38
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

扶
養
控
除
は

１
０
３
万
円
が
基
準

　
配
偶
者
以
外
の
家
族
が
対
象
の
扶
養
控

除
は
わ
り
と
シ
ン
プ
ル
だ
よ
。
ま
ず
、
本
人

―
先
ほ
ど
の
例
で
い
え
ば
夫
―
の
所
得

に
制
限
は
な
い
。
一
方
、
対
象
と
な
る
家
族

ABA
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
56
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

都
道
府
県
別
賞
一
等

未
来
を
つ
な
い
で
く
れ
た
も
の

群
馬
県 

伊
勢
崎
市
立
宮
郷
中
学
校　

一
学
年　

岩い
わ
さ
き崎 

莉り
お
ん音

　

私
の
母
の
教
え
は
、「
口
か
ら
出
る
五
つ
の
宝
石
を
常
に
大
切
に
し

な
さ
い
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
五
つ
の
宝
石
と
は
「
あ
り
が
と
う
」

で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
言
わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
、
小
学
校
四
年
生

辺
り
か
ら
少
し
反
抗
期
ぎ
み
だ
っ
た
私
は
、『
う
る
さ
い
な
あ
』
と
思

い
聞
き
流
す
事
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

そ
ん
な
小
学
校
四
年
生
の
冬
、
私
の
父
が
倒
れ
、
手
術
の
か
い
も

な
く
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
が
倒
れ
た
日
の
朝
、
私
は
父
と

口
ゲ
ン
カ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
が
し
て
く
れ
た
事
に
対
し
て
「
あ

り
が
と
う
。」
と
言
わ
な
か
っ
た
事
が
原
因
で
父
に
注
意
さ
れ
、
私
は

ふ
て
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
父
は
「
行
っ
て
き
ま
す
。」
と
言
っ
て
仕

事
に
出
掛
け
ま
し
た
が
、
私
は
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
は
「
ど

ん
な
に
嫌
な
事
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
に
ケ
ン
カ
し
て
も
、
次
の
日

の
朝
に
は
ち
ゃ
ん
と
お
は
よ
う
と
言
う
こ
と
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
仕
事
で
夜
遅
い
事
も
多
く
、
夜
会
わ
ず
に
寝
て
し
ま
う
事
も
あ
っ

た
の
で
、
私
は
『
明
日
の
朝
、
ち
ゃ
ん
と
お
は
よ
う
を
言
っ
て
仲
直

り
す
れ
ば
い
い
や
。』
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
父
は
家
に
帰
っ
て
来
る
事
な
く
、
突
然
倒
れ
、
手
術
の

か
い
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
動
脈
解
離

と
い
う
、
私
に
は
聞
い
た
事
も
な
い
難
し
い
病
名
で
し
た
。
私
が
病

院
に
行
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
父
と
会
話
す
る

事
は
出
来
ず
、
私
の
頭
の
中
は
、
い
ろ
ん
な
想
い
で
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ

で
大
声
を
出
し
て
泣
き
続
け
ま
し
た
。
涙
は
ど
ん
ど
ん
溢
れ
て
く
る

し
、
泣
き
止
も
う
と
思
っ
て
も
全
く
出
来
ま
せ
ん
。
泣
き
疲
れ
た
私

は
待
合
室
で
一
時
間
ほ
ど
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
目
が
覚
め
た
時
、

父
が
亡
く
な
っ
た
事
が
夢
か
現
実
か
区
別
出
来
ず
に
い
ま
し
た
が
、

私
の
側
で
涙
を
流
し
て
い
る
母
や
祖
父
母
を
見
て
、
現
実
な
の
だ
と

10
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は
っ
き
り
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
母
の
教
え
で
あ
る
「
五
つ
の

宝
石
」
も
、
父
の
言
葉
も
、
何
一
つ
守
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。『
ご

め
ん
な
さ
い
。
い
い
子
じ
ゃ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。』
父
の
遺
影
の

前
で
私
は
正
座
を
し
、
何
度
も
何
度
も
そ
の
言
葉
を
心
の
中
で
繰
り

返
し
ま
し
た
。「
行
っ
て
き
ま
す
。」
と
言
っ
て
家
を
出
て
行
っ
た
人

が
突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
そ
ん
な
事
、
想
像
も
し
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
母
は
五
つ
の
宝
石
を
常
に
大
事
に
し
な
さ
い
と
言
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
瞬
間
に
伝
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
言
葉
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

父
の
告
別
式
も
終
わ
り
少
し
し
て
、『
私
達
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
、
父
が
い
な
く
な
り
生
活
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
今
ま
で
通
り
学

校
に
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
。』
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
は

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
助
産
師
と
い
う
夢
で
す
。
小
さ
い

頃
か
ら
私
は
赤
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
こ
れ
は
私
の
将
来
の
夢
で
し
た
。

で
も
、
そ
れ
に
は
専
門
の
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
お
金
も
か
か
る
と
い
う
事
は
四
年
生
の
私
で
も
理
解
出
来
ま
し

た
。『
き
っ
と
、こ
の
夢
は
諦
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。』と
思
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
母
が
私
達
姉
妹
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
父
の
保

険
の
事
で
す
。
生
命
保
険
や
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
の
事
を
私
達

に
も
理
解
出
来
る
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
後
、「
パ
パ
が
亡

く
な
っ
て
家
族
が
三
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
生
活
出
来
る
し
、
学
校
も
今
ま
で
通
り
通
え
る
し
、

何
よ
り
自
分
達
の
将
来
の
夢
を
諦
め
な
く
て
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
。」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
涙
が
出
ま
し
た
。
私
は
保
険
と
い
う
も
の
が
あ
る
事
も
、
そ

う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
事
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、保
険
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、人
は
み
な
平
等
な
命
な
の
に
、

そ
の
命
に
そ
れ
ぞ
れ
値
段
を
付
け
て
い
る
み
た
い
で
、
不
思
議
な
気

持
ち
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
何
気
な
く
見
て
い
た
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で

も
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
る
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
今
は
そ
う
い
う
仕

組
み
が
あ
る
事
、
わ
が
家
を
担
当
し
て
く
れ
た
保
険
会
社
の
人
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ケ
ガ
を
す
る
か
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
未

来
の
事
な
ん
て
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
の
が

保
険
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
今
、
保
険
の
お
か
げ
で
諦
め
ず

に
す
ん
だ
夢
に
向
か
い
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

天
国
に
い
る
父
も
安
心
し
て
、
私
達
家
族
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

 「ほけんのキホン｣2019 年 10 月改訂版が
できました！
本冊子は、生命保険の仕組みや活用方法
などが基礎からわかる、生命保険のやさ
しい基本書です。生命保険にこれから加入
する人にも、すでに加入している人にも
幅広くお読みいただけます。
今回の改訂では、家族（情報）登録制度の
内容や、就業不能保障保険、健康増進型
保険の解説の追加などをしました。
お申込は当センターのホームページ
（http://www.jili.or.jp/）でどうぞ。
B5 判・64 ページ（オールカラー）1部
200 円（税込価格・送料別）
※税込価格を改定しました。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録は当センターのホームページ上
のバナーから簡単にできます。また、
スマートフォンからはQRコードの
利用が便利です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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公
的
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
に

も
ら
え
る
老
齢
年
金
の
ほ
か
に
、
障
害

を
負
っ
た
と
き
に
も
ら
え
る
障
害
年
金
も
あ
る

と
聞
き
ま
し
た
。
障
害
年
金
は
ど
の
よ
う
な
場

合
に
、
い
く
ら
く
ら
い
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

障
害
年
金
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
障

害
等
級
１
級
、
２
級
、
３
級
に
該
当
す

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
額
は
、
厚
生

年
金
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
か
ど
う
か
や
、
そ

の
人
の
給
与
額
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
統

計
で
は
、
障
害
厚
生
年
金
受
給
者
の
平
均
受
給

額
は
月
額
約
10
万
円
（
基
礎
年
金
を
含
む
）
と

QA

な
っ
て
い
ま
す
。

QA

加
入
期
間
が
短
く
て
も
…
…

公
的
年
金
に
は
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

３
種
類
の
内
訳
を
み
る
と
大
部
分
は
老
齢
年
金

で
、
障
害
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
全
体

の
１
％
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
（
そ
れ
で
も
重
要

な
社
会
保
障
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
）。

障
害
年
金
に
も
、
国
民
年
金
か
ら
の
給
付
と

厚
生
年
金
保
険
か
ら
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生
年
金
で

す
。
会
社
員
な
ど
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

が
障
害
の
認
定
を
受
け
た
場
合
は
両
方
の
給
付

が
受
け
ら
れ
、
自
営
業
者
な
ど
国
民
年
金
だ
け

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
障
害
基
礎
年
金
だ
け

の
給
付
と
な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
額
は
定
額
で
、
障
害

等
級
２
級
の
場
合
、
年
額
で
78
万
１
０
０
円
で

す
（
月
額
約
６
万
５
０
０
０
円
）。
ち
な
み
に

こ
の
額
は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
と
同
額
で
す
。た
だ
し
、

障害年金の受給額は？

第 33回

障
害
基
礎
年
金
は
、
加
入
期
間
の
長
さ
に
関
係

な
く
、
こ
の
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
１
級
の
場

合
は
こ
の
額
の
１
・
25
倍
、
97
万
５
１
２
５
円

で
す
。

障
害
厚
生
年
金
の
額
は
、
老
齢
厚
生
年
金
と

同
様
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
人

の
障
害
の
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
加
入
期
間
と

給
与
等
の
額
（
平
均
標
準
報
酬
額
）
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。
給
与
が
高
か
っ
た
人
、
長
く
加

入
し
て
い
た
人
は
そ
れ
だ
け
保
険
料
を
多
く
納

め
て
い
ま
す
か
ら
、年
金
額
も
多
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
厚
生
年
金
と
異
な
り
、
加
入

期
間
に
つ
い
て
は
３
０
０
月
（
25
年
）
分
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
り
に
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
し
て
１
年
で
障
害
の
認
定
を
受
け
た
と
し
て

も
、
25
年
間
保
険
料
を
支
払
っ
た
も
の
と
し
て

計
算
し
て
く
れ
る
の
で
す
（
こ
の
点
は
、
公
的

年
金
の
本
質
が
「
保
険
」
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

示
し
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
障
害
厚
生
年
金
も

１
級
の
場
合
は
、
２
級
の
額
（
＝
上
記
ど
お
り
に

計
算
し
た
額
）
の
１
・
25
倍
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
障
害
厚
生
年
金
は
３
級
の
場
合
に
も
２

級
と
同
じ
基
本
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
（
障
害
基

12



私たちは日頃から嬉しい時、おめでとうの気持ち
を伝える時にちょっとした贈り物を「心遣い」と
して添えたりすることがあります。その気持ちは
大切にしたいのですが、謝罪の時、それ以上に
大切なのが、相手が一番求めていることを目に
見え耳に聞こえるカタチにして持っていくことでは
ないでしょうか。
（1）今の状況や問題をどう解決していくのか
（2）同じことを繰り返さないための具体的な方法
この2点を自分の言葉で、先方に伝える準備をする
ことが大切です。これに加えてコミュニケーション
の問題なのか、期待値のズレなのかも振り返り
ましょう。自分一人で悩まずにベテランの先輩に
協力してもらうことも必要かもしれません。
仕事をしている中で、もちろん失敗をしないに越
したことはありませんが、失敗するのが怖いからと
チャレンジできないの
では自己成長は期待
できません。様 な々こと
を成長のエネルギー
に変えていきたいもの
です♥

Prof i le

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://www.kiryujunko.com/

礎
年
金
は
３
級
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）。

な
お
、
一
定
の
子
や
配
偶
者
が
い
る
場
合
は

基
本
額
に
所
定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
（
子
に

つ
い
て
は
障
害
基
礎
年
金
、
配
偶
者
に
つ
い
て

は
障
害
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
）。QA

障
害
者
手
帳
と
は
異
な
る
等
級

障
害
等
級
は
、
そ
の
認
定
基
準
が
障
害
の
部

位
ご
と
な
ど
に
詳
細
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
は
、
１
級
は
「
日
常
生
活
の
用
を
弁
ず
る

こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程
度
」
の
障
害
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
介
助
が
必
要
な
場
合

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
２
級
は
日
常
生
活
に
著

し
い
制
限
を
受
け
る
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。
必
ず
し
も
他
人
の
手
を
借
り
る
必
要
は
な

い
も
の
の
、日
常
生
活
が
極
め
て
困
難
な
状
態
、

活
動
の
範
囲
が
お
お
む
ね
家
屋
内
に
限
ら
れ
る

場
合
が
該
当
し
ま
す
。
３
級
は
労
働
が
著
し
い

制
限
を
受
け
る
状
態
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

実
際
に
は
、医
師
の
診
断
書
等
に
基
づ
い
て
、

日
本
年
金
機
構
が
審
査
を
し
て
等
級
が
決
定
さ

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP http://www.officetakeda.jp/

れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
等
級
は
、
市
町
村
が
交

付
す
る
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
、
公

的
年
金
独
自
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大
会
の
ス
タ
ー
ト

今
年
も
、
石
井
理
事
長
を
先
頭
に
、

現
地
で
は
、
毎
年
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
と
Ｎ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ａ
の
架
け
橋
と
な
っ
て
支
え
て
く

だ
さ
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
フ
社

（N
ew

 York Life

）
の
中
原
由
賀

（Yuka N
akahara-G

oven

）
さ
ん

と
共
に
全
米
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員

が
集
結
し
、
国
歌
「
星
条
旗
」
斉
唱

と
50
州
旗
に
よ
る
フ
ラ
ッ
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
開
幕
。
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
１
３
０

年
と
い
う
歴
史
の
洗
礼
を
受
け
た
伝

統
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
雰
囲

気
の
中
で
、
こ
の
場
に
い
る
特
別
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。華
や
か
、和
や
か
、

親
密
、
年
一
度
の
交
流
の
場
で
、
州

や
会
社
は
違
え
ど
も
再
会
を
喜
び
合

う
光
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
休
憩
時
に
は
、
会
員
自
ら

エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
の
楽
曲

を
熱
唱
し
、
会
場
が
歌
と
ダ
ン
ス
に

包
ま
れ
る
一
幕
も
。
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
よ
り
も
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
な
ム
ー
ド
で
た
い
へ
ん
居
心

地
の
良
い
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

現
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
長
は
、
Ｊ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ａ
函
館
年
次
大
会
に
来
日
さ
れ
た

ジ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ド
（Jill Judd

）
氏

で
す
。
挨
拶
の
中
で
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
確

認
。
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー

テ
ィ
ー
・
ル
ー
ル
の
現
状
に
も
触
れ

ま
し
た
。「
会
員
一
人
ひ
と
り
の
積

極
性
、
柔
軟
性
、
行
動
力
を
賞
賛
し
、

特
に
女
性
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
さ

れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

お
客
様
や
生
命
保
険
業
界
を�

�

守
る
大
切
な
活
動

大
会
で
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。
全
米
で
生
命
保
険

業
界
に
関
す
る
法
案
提
出
は
年
間

２
０
０
０
件
を
超
え
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ａ
は
、
お
客
様
や
生
命
保
険
業
界

に
不
利
と
な
る
法
案
を
取
り
下
げ
る

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
は
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

D. 

C.
に
て
集
会
を
行
い
、
上
下
院
議

員
や
政
府
機
関
に
対
し
て
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ

※

Ａ
の
主
張
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

Ｉ
Ｆ
Ａ
も
生
命
保
険
料
控
除
拡
充
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
米

国
の
状
況
を
知
り
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の

会
員
全
員
が
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
大
切
さ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
話
に
聞
き
入
っ
た

大
会
で
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

ス
ピ
ー
カ
ー
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
元
プ
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
のVince Papale

氏
の
講
演
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
高
校
の
臨
時
教

師
を
経
て
30
歳
で
Ｎ
Ｆ
Ｌ
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
・
イ
ー
グ
ル
ス
に
入
団
し

た
史
上
最
高
齢
ル
ー
キ
ー
。
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
信
頼
に
よ
り
チ
ー
ム

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の

後
、
イ
ー
グ
ル
ス
の
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
に
輝
き
ま
し
た
。
２
０
０
６

年
公
開
の
映
画
「
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ

ブ
ル
～
栄
光
へ
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
」

（
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
バ
ー
グ
主
演
）

の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

去る 9 月 11 日から、米国フロリダ州オーランドにて、今年も全米 50 州から会員が集っての
「NAIFA Performance ＋ Purpose 2019 Annual Conference」が開催されました。

オーランドは一昨年の開催地であったにもかかわらず、ハリケーン・イルマの襲来で急遽中止になった
経緯があります。今回の大会を心待ちにしていた多くの会員とともに、米国での体験を報告します。

お客様のために
あるべき姿を追求して
米国生命保険制度研修に参加して

－この経験をお客様のために活かす

※ 日本語でフィデューシャリー・デューティーとは「受託者責任」と訳される。信認を受けた者が履行すべき義務のこと。

報告者／根本 一樹
理事・企画広報委員会　企画部会　部会長（年次大会実行委員長）茨城県協会会長　ジブラルタ生命　水戸支社　石岡営業所
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す
。「
強
い
意
志
こ
そ
が
物
事
を
成

し
遂
げ
る
。
そ
こ
に
は
不
屈
の
精
神

が
必
要
。
夢
に
生
き
ろ
。
無
理
、
で

き
な
い
、
叶
わ
な
い
と
い
う
言
葉
を

封
印
し
ろ
。
ゲ
ー
ム
に
加
わ
る
の
に

遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
最

後
に
笑
え
る
よ
う
に
ベ
ス
ト
を
尽
く

せ
」
と
い
う
、情
熱
の
こ
も
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

生
命
保
険
業
界
で
最
高
の
栄
誉

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
に
は
、
ジ
ョ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
メ
モ
リ

ア
ル
ア
ワ
ー
ド
と
い
う
表
彰
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
の
実
績

は
も
ち
ろ
ん
、
生
命
保
険
業
界
へ
の

貢
献
、
社
会
貢
献
活
動
、
人
物
評
価

な
ど
を
も
と
に
審
査
委
員
会
を
経
て

選
ば
れ
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
、

G
uy Baker

氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

氏
は
、
第
84
代
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
会
長
、
Ｔ

Ｏ
Ｔ
（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｔ
成
績
基
準
の
６
倍
）

を
40
年
以
上
継
続
し
て
い
る
な
ど
の

経
歴
を
持
ち
ま
す
。「
生
命
保
険
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

孤
独
で
タ
フ
な
ビ
ジ
ネ
ス
。
個
人
的

事
情
は
あ
れ
突
き
進
む
し
か
な
い
。

一
貫
性
、
継
続
性
が
大
切
。「
人
格
」

は
人
生
の
集
約
で
あ
り
、
自
然
に
行

動
に
表
れ
る
。
10
年
20
年
先
の
自
分

の
姿
を
思
い
誠
実
に
行
動
し
ろ
。
業

界
の
賢
者
に
な
り
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

を
目
指
せ
」
と
話
さ
れ
た
言
葉
に
は

全
て
に
重
み
が
あ
り
ま
し
た
。

次
期
会
長
の
挨
拶

大
会
で
は
、
次
期
会
長
に
就
任
す

るC
am

m
ie Scott

氏
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
１
３
０
年
の

歴
史
上
３
人
目
と
な
る
女
性
会
長
で

す
。新

会
長
は
、「『
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｅ
（
主
張
す
る
）』『
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｅ
（
教
育
す
る
）』『
Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｅ

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
差
別
化
す

る
）』
の
３
つ
を
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
活

動
の
柱
に
す
る
。
会
員
は
チ
ー
ム
と

し
て
力
を
合
わ
せ
社
会
の
役
に
立
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｆ
Ａ
を
創
造
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

Vince Papale 氏の
スピーチには会場
が沸きました

生命保険の大切さを一般に伝える
機関「LIFE HAPPENS」

写真は、ニュー
ヨーク市タイム
ズスクエアのナ
スダックビル

「LIFE HAPPENS」
は、ブルック・シー
ルズさんによる広
報も行っています

初の参加者も気合が入ります

会議参加は、名前を
入力してスタート !

参加者にて

ステージで
挨拶する
石井理事長

コーディネーターの
中原由賀さん

休憩時には、こんな場面
もありました
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NAIFA 役員の皆さま
とのミーティングにて

喜
び
は
大
き
い
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
今

期
テ
ー
マ
『
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
～
発
想
を
変

え
れ
ば
未
来
が
変
わ
る
』
の
も
と
、

約
４
万
人
と
な
る
会
員
増
加
を
経

て
、
相
互
研
鑽
し
社
会
貢
献
活
動
を

続
け
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
と
の
関

係
を
強
化
し
て
こ
れ
か
ら
も
互
い
に

頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
か
ら
ラ
イ
フ

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
へ
寄
付
を
贈
呈

し
、
壇
上
で
は
、
ジ
ル
会
長
と
固
い

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
日
本
か
ら
の
参
加
者
へ
の
割
れ
ん

ば
か
り
の
大
き
な
拍
手
が
起
き
、
親

密
な
関
係
を
確
か
め
合
う
感
動
的
な

シ
ー
ン
に
な
り
ま
し
た
。

有
意
義
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
長
は
じ
め
現
執
行

部
の
役
員
が
揃
い
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
参
加
者
が
英
語
で

自
己
紹
介
す
る
場
面
で
は
、
多
少
の

緊
張
感
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
皆
さ

ん
首
尾
よ
く
挨
拶
を
さ
れ
て
い
ま
し

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
を
代
表
し
て
、�
�

石
井
理
事
長
も
登
壇

大
会
で
は
、
石
井
理
事
長
が
登
壇

し
ま
し
た
。「
２
０
１
７
年
は
『
ハ

リ
ケ
ー
ン
・
イ
ル
マ
』
が
フ
ロ
リ
ダ

州
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
た

め
、
予
定
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ

オ
ー
ラ
ン
ド
大
会
が
急
遽
中
止
さ
れ

た
経
緯
が
あ
り
、
や
っ
と
こ
の
地
で

の
大
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
。
中
に
は
微
笑
ま
し
い
や
り
取
り

も
あ
り
、
和
や
か
ム
ー
ド
の
中
、
情

報
・
意
見
交
換
が
ス
タ
ー
ト
。
会
員

増
強
な
ど
両
会
共
通
の
課
題
を
話
し

合
い
ま
す
。
特
に
、
２
０
１
９
年
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
長
野
年
次
大
会
の
動
員
が

７
０
０
０
人
に
達
し
た
旨
を
報
告
す

る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
役
員
か
ら
は
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
米
国
市

場
の
動
き
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
政

府
の
試
算
を
大
幅
に
超
え
る
要
介
護

者
の
増
加
に
よ
り
、
介
護
保
障
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本

と
同
様
と
の
こ
と
で
し
た
。
会
議
の

最
後
に
は
、
今
後
の
お
互
い
の
活
躍

と
再
会
を
約
束
し
、
笑
顔
で
握
手
を

交
わ
し
あ
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

今
年
度
よ
り
企
画
部
会
長
を
拝
命

し
、
生
命
保
険
業
界
15
年
目
の
マ
ン

ネ
リ
が
強
制
的
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

ま
し
た
。「
自
分
は
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
を

通
し
て
何
が
で
き
る
か
」
を
探
究

す
る
た
め
に
大
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
本
当
の
豊
か
さ
や
幸
福
と
は
何

か
、
自
分
の
使
命
は
。
多
く
の
仲
間

と
情
報
に
触
れ
る
中
で
、
今
後
自
分

が
歩
む
道
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
業
績
至
上
主
義
を
刷
り
込

ま
れ
て
い
た
時
代
は
終
焉
を
迎
え
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
は
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
襟
を
正
し
、
顧
客

利
益
を
最
優
先
す
る
行
動
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仮
に
生
命
保

険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
地
位
が
低
い
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
自

身
が
そ
う
思
い
行
動
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

来年は、NAIFA 大会
発祥の地とされる

「ボストン」。2020 年 10 月 1 日〜 4 日。
130 年前の原点にかえる大会でもあります。 
また、ボストンはアメリカで最も歴史の古い街
の一つであり、開拓や独立が垣間見られること
でしょう。
大会参加希望の方は、JAIFA 本部事務局へご一報
ください。

米国の生命保険事情も
研究しました

2020年度
開催地
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先輩に誘われ初の海外研修へ
参加。生命保険の仕事の大切
さ、営業の厳しさはどこの地
でも同じ。「家族を大切にし、
日々の努力と感謝の気持ち、
約束を守ることで人格が自然に
滲み出て、将来に突進できる」
というスピーチが心に残りま
した。

樋上 洋子
HIROKO HIGAMI
朝日生命 大阪統括支社 淀屋橋営業所

大きな刺激を受けた研修旅
でした。NAIFA 会員一人ひ
とりが「Insurance Sell（保険
販売）」に対する強い目的
意識と熱意を持ち、それが
NAIFA の大黒柱となってい
ました。米国での経験で得た
学びを明日に活かして頑張り
ます。

艮 のぶ子
NOBUKO USHITORA
明治安田生命 上野支社 池之端営業所

初参加でしたが、事務局の皆
様のご配慮・ホスピタリティ
溢れる NAIFA 役員の皆様方の
おかげで楽しく参加させてい
ただきました。良い経験をさ
せていただきましたので今後
の糧にしたいと思います。1 回
行くとやみつきになるかも！

福島 功
ISAO FUKUSHIMA
プルデンシャル生命 広島支社

米国での生命保険の位置づけ
や考え方、お客様に対する姿
勢などを学び、貴重な体験と
なりました。「保険は人を幸
せにする。これ以上の仕事は
ない。私はこの仕事で満足し
ている」と自信をもって話さ
れたスピーチが励みになりま
した。

中村 啓二
KEIJI NAKAMURA
プルデンシャル生命 広島支社

オ ー ラ ン ド で 開 催 さ れ た
NAIFA の大会に初めて参加
しました。日本の JAIFA が
NAIFA を手本に発展してき
たことや、アメリカの生命保
険業界の現状と課題を勉強し
て視野が広がりました。とて
も貴重な経験ができました。

長原 留美
RUMI NAGAHARA
プルデンシャル生命 広島支社

NAIFA は、我々を快く迎え
入れるだけでなく、尊重し理
解してくださいました。日米
では税制や販売手法の違いは
あれ、この仕事を通じて世の
中を良くしていこうという気
持ちに違いのないことを確認
できた素晴らしい経験でした。

光野 一生
ISSEI MITSUNO
プルデンシャル生命 広島支社



今
後
ど
う
な
る
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率

２
０
１
９
年
10
月
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
対
す
る

ポ
イ
ン
ト
還
元
策
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
制
度

は
２
０
２
０
年
６
月
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
制
度
終
了
後
の
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
還
元
策

と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

制
度
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
９
月
３
日
に
行
わ
れ
た
「
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
」
で
議
題
に
上

が
っ
た
の
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用

し
た
消
費
活
性
化
策
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人
が
、「
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
」

と
い
う
会
員
番
号
の
よ
う
な
も
の
を
設
定
し
て

管
理
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
現
在
の
構
想
で

は
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
た
人
が
、
民
間

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
に
一
定
金
額
を

チ
ャ
ー
ジ
し
た
場
合
に
、
国
費
で
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
他
の
ポ
イ
ン
ト
と
同

様
に
、
ス
マ
ホ
決
済
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。
詳
細

が
決
ま
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
２
万
円
の

チ
ャ
ー
ジ
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
５
０
０
０
円

分
付
与
さ
れ
る
（
還
元
率
25
％
）
と
い
う
案
も

出
て
い
ま
す
。

こ
の
還
元
率
が
実
現
す
る
な
ら
、
是
非
活
用

し
た
い
と
思
う
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
必
要
性
を
感
じ
な
い
・
他
の
身
分
証
明
書

が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
多
く
の
人
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
２
０
１
９
年
８
月
末
現
在
の
国
内
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
13
・
９
％

と
な
っ
て
お
り
、
大
半
の
人
は
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
に
も
か
な

り
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
専
用
ソ
フ
ト
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、
カ
ー
ド
の
情
報
を
読
み

込
む
機
器
を
用
意
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
、

カ
ー
ド
の
申
請
以
上
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
還
元
策
の
背
景
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
を
上
げ
た
い
と

い
う
政
府
の
意
図
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
内
容

や
期
間
に
加
え
て
、
制
度
に
よ
る
カ
ー
ド
の
普

及
率
の
変
化
も
、今
後
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

思わず
伝えたくなる！

にまつわるお金
エトセトラ

第 105回

国からもらえる
「マイナポイント」

とは？

etc.…
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〜ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート〜

Vol.27 

海岸清掃活動とリレー・フォー・ライフの 
活動を通じ地域に貢献！

高知県協会　山本　啓太

今後、さらにアカウミガメの理解を深めるため
に、アカウミガメ勉強会に参加する予定です。
知識を深めることで、この清掃活動に共感い
ただける方をもっと増やしていきたいです。

24 時間タスキを繋げる

リレー・フォー・ライフとは、「Save Lives」
の指名のもと、がん患者の方やそのご家族を
支援するチャリティ活動です。
毎年数多くの団体が、がん患者やそのご家族を
応援するためにこの活動に参加しています。
高知県協会では、2008 年から毎年開催され、
今年で 12 回目の開催となります。24 時間タ
スキを繋ぐのは非常に大変なことですが、た
くさんの方のおかげで毎年タスキを繋げてい
ます。

これからも、引き続き地域の方々のお役に立て
るよう活動を広げていきたいです。

海岸清掃活動を広めていきたい

高知県協会が行っている主な社会貢献活動
は、今期 4 回を予定している「海岸清掃活動」
と「リレー・フォー・ライフ」の参加になり
ます。
海岸清掃活動は高知市春野町仁ノ海岸にて
行い、現在 3 回の参加で約 24 名（会員 6 名、
一般 18 名）参加しており、延べ約 1000 名
の参加となっています。
清掃活動は、高知海岸出張所と高知海岸パート
ナーシップと提携をして行っています。この
パートナーシップは高知県協会ほか現在16 団
体が担当区間の清掃活動や美化活動に取り組ん
でいます。高知海岸の清掃活動はアカウミガメ
の産卵地を守ることにも繋がります。定期的
に清掃活動を行うことで、景観が保たれると
同時に産卵の妨げとなるゴミを取り除くこと
でアカウミガメが上陸、産卵しやすい環境を
作ることができます。
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介護、終末医療のセミナーで
知識を深める

2019 年 10 月 3 日に、帯広協会は、とかちプラザ
でセミナーを開催しました。とかちプラザは、北海
道帯広駅前にある、帯広市最大級の施設で、帯広市の
生涯学習・交流の拠点として運営されています。音
響設備が整った、こちらの施設の視聴覚室で講演は
行われました。

「老い備えの心構えはありますか？　～豊かな生活の
その先にあるもの～」のテーマで、うしおだ健康
クリニックの潮田英明院長を講師にお招きし、プロ
ジェクターで解説をいただきながらお話を伺いました。
会員・一般（非会員含）の方を合わせて、100 名もの
方にご参加いただきました。私たちの仕事につながる
介護、終末医療などのお話があり、皆真剣にじっと
耳を傾けられていました。

十勝を元気にしたい！ その想いを私達の活動につなげます
レポーター　中山　誠子（帯広協会会長／メットライフ生命）

帯広協会では、ボランティア等を通じて皆で協力し合い、
幹事や一般会員が一丸となって活動しています。

 ▶ 帯広市
人口 16 万 6,275 人

（2019 年 9 月末日現在）
ばん馬がそりを引き、力等
を競う世界で唯一のばん
えい競馬、おびひろ動物園
や八千代牧場など、豊かな
自然に触れ合える。農業・
酪農が非常に盛んで、
今年、テレビドラマのロケ
地にもなり話題に。

皆で力を合わせてのボランティア活動

帯広協会では、セミナーのほかにも、ドリーム募金、
タオル 1 本活動を行っています。
今年 9 月 21 日には、施設ボランティアとして 25 名
が参加し、カーテン交換、雑巾縫い、食堂清掃を行い、
施設の方々にも喜んでいただけました。
これからも 300 人の会員増強を目標に、十勝を元気
にしたい！　と思っております。
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愛のドリーム募金
全国一斉贈呈式の推進

1月31日生命保険の日

～全国54地方協会一丸となって、社会貢献活動への思いを伝えていこう～

愛のドリーム募金創設２５周年記念

全国５４地方協会一斉活動による取り組みとして、

ご協力よろしくお願いいたします!!

“1月31日生命保険の日”全国一斉贈呈式

平成７年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、社会貢献活動の基本継続事業の柱として、
地方協会ごとの募金活動が定着しておりますが、さらなる拡充と活動の周知をはかるため、
新しい試みとして、毎年、生命保険の日（1月31日）に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を
全国地方協会一斉に挙行していく活動を取り入れることを推進させていただくことになりました。
初回となります今年度は、愛のドリーム募金創設25事業年目を迎えるにあたり「愛のドリーム
募金創設25周年記念“1月31日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、下記趣旨のもと
に贈呈することを計画いたします。

令和２年事業年度以降の取り組みについて

令和２年度以降も、毎年“１月３１日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を挙行する。
ただし、毎年の贈呈サイクルを変更できない場合は、上記贈呈も併せて実施する。
贈呈先や贈呈品につきましては、地方協会の意向にて決定する。

新しい
取り組みとして推進いたします！！

実施内容
令和２年１月３１日に第１回贈呈式を全国一斉に挙行する。� �
（既に毎年「愛のドリーム募金」贈呈を行なっている協会は日程をずらしていただく等、
ご協力をお願いする。）
�各地方協会１０万円を目標とする。
各都道府県の社会福祉協議会とし、「未来ある子どもたち」のために活用いただく
支援内容とする。
贈呈式の様子を写真撮影のうえ、本部事務局までお送りいただく。� �
静岡年次大会「社会貢献活動報告」にて全国の皆様へ報告させていただきます。

贈呈日

贈呈額
贈呈先

お願い

社会奉仕委員会からのお知らせ




